
  

みんなでつくる 住みよいまち 菱野団地② 

未来の菱野団地をみんなでつくる会 

開発から 40 年経過すると… 

 高齢化（30 才が 70 才） 

 児童・生徒数の減少（1 学年 1 クラス） 

 空き家の増加 

 建物や公共施設の老朽化 

 商店街や商業施設の衰退⇒松坂屋ストアの撤退（平成 26 年） 

↓ 

住民バスを契機として３つのブロック（自治会）が一緒に 

菱野団地内の課題解決に取り組む体制ができてきた！ 

菱野団地再生計画検討委員会 

（地域住民や市民団体、民間企業等１７名、計 6 回） 

住民ワークショップ（各回約 50 名参加、計 5 回） 

菱野団地再生計画の策定（平成３１年３月） 

【再生の理念】 

みんなでつくる 住みよいまち 菱野団地 

 

【再生の基本方針】 

①センター地区を活用した交流拠点づくり 

②安全・安心に暮らせる環境づくり 

③若い世代に住みたいと選ばれる団地づくり 

④高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり 

⑤多文化共生の地域づくり 

活動の拠点整備 

草刈って花さかそプロジェクト 

わいわいフェスティバル 

だべりば 駄菓子屋 
文化事業・企画 

ワークショップで子供たちがつくった看板 

活動拠点の名前は公募により 

「ひしのミナクル」に決定！ 

令和３年７月３日 

オープン 

学生の協力による活動拠点の整備 

名城大学    谷田ゼミ、鈴木セミ 

南山大学    石川ゼミ 

愛知工業大学 野澤ゼミ、益尾ゼミ 

TEAM ふれあいば 

子供もお手伝い！ 子供たちが自由に遊べるスペースを確保 

人工芝の上にはミニ四駆のコースを設置 
井戸端相談所の開催 

ミニコンサートや落語会、 

子供向けワークショップや 

ボードゲーム大会など 

様々な文化活動に使用 

団地全体を使った美術展も 

広場で遊ぶ子供たちも参加 

刈った草は 

ヤギさんの 

ごはんに♪ 

SDGｓ 

花壇の整備も自分たちで！ 

工科高校の生徒による 

ミニ瀬戸電の運行 


